
男女共同参画で会津若松市を元気に！ 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

平成２７年２月１日（日） 會津稽古堂 

13:00～16:00 多目的ホール 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 １３：００～  ●開会 
 
 
 
 １３：１０～       ●平成 26年度「男女平等に関する作文ｺﾝｸｰﾙ」最優秀賞受賞者による作文朗読 
 

●平成 26年度「男女共同参画推進事業者表彰」受賞者による取り組み発表 
 
 
１４：００～       ●基 調 講 演 ～男女共同参画と地域活力の向上～ 

                  【講師】福島県男女共生センター館長      千葉 悦子 氏 
   

●横浜市の先進事例発表 ～男女共同参画推進への取り組み～  
【講師】横浜市市民局人権・男女共同参画担当部長  池戸 淳子 氏 

 
 

●パネルディスカッション 
                ◇コーディネーター： 

福島県男女共生センター館長 千葉悦子氏 

                 ◇ パ ネ リ ス ト： 

横浜市人権・男女共同参画推進担当部長 池戸淳子氏 

                   会津若松市男女共同参画推進実行委員会 実行委員長 皆川誠治氏 

富士ｿﾌﾄｻｰﾋﾞｽﾋﾞｭｰﾛ株式会社会津ｺｰﾙｾﾝﾀｰ 副ｾﾝﾀｰ長 井島ミヨ子氏 

会津若松市長 室井照平                   

 
 
 
 
 
 

第１部 

 

会津若松市男女共同参画都市宣言 
15周年記念フォーラム 

 

第２部 

定員 200名 
（先着順） 

【共催】会津若松市男女共同参画推進実行委員会，会津若松市男女共同参画推進活動ネットワーク加入団体 

※裏面の＜申込方法＞によりお申込みください 

【主 催】会 津 若 松 市 

 

１０：００～１７：００ ●市民参加企画 （ギャラリー・研修室） 

市民団体の皆さんによる展示やワークショップを開催します！ 

参加無料 

【プログラム】 

 ＜ 第１部 ～ 第２部 ＞ 

・託児(事前申込) 

・手話通訳 あります 

ゆにばくん 

（ 1 2 ： 3 0 開場） 



講師紹介・横浜市紹介                             
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
申込方法                                   
 
  ◆下記に必要事項をご記入のうえ、FAX・郵送・ご持参等により、お申し込みください。 
 
 
 

 
 
◎託児ご利用の方へ 

 
 
  ◆生後６ヶ月以上～。託児申込は 1月 22日(木) 締切です。（ 定員 15名 ・先着順 ） 
 

 ※定員に達した場合はお断りする場合もありますので、ご了承ください。電話番号(又は FAX)は必ずご記入ください。 
 
 

お申込み・お問い合わせ先                           
 
 ◇会津若松市役所 企画調整課 協働・男女参画室（本庁舎３階） 
 
   〒965-8601 会津若松市東栄町 3番 46号 
 
    ●メール：kikaku@tw.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp 

●電話：0242-39-1405(直通) ●FAX：0242-39-1400 
 
注意事項                                   
 
  ◆會津稽古堂駐車場は有料(30分ごとに 100円)ですが、施設利用者に限り２時間まで無料と 

なります。お帰りの際に駐車券を會津稽古堂１階総合案内へご提示してください。 
 
   ◎提携駐車場： 

【 山正パーキング 】會津稽古堂利用者 2時間無料（以後 17時までは 2時間ごとに 100円） 
 
※会場の駐車台数には限りがありますので、お車の相乗りや公共交通機関でのご来場にご協力をお願いします。 

 

（ふりがな） 
氏 名 

住 所 
電話番号 
又はＦＡＸ 

託児利用 
（○） 

＜託児利用 ○有  のみ記載＞ 
お子さんの名前・性別・年齢 

 
〒 

 
 有・無 

名前
ふりがな

         (  男 ・ 女  ) 

(  歳 ヶ月) 

 
〒 

 
 有・無 

名前
ふりがな

         (  男 ・ 女  ) 

(  歳 ヶ月) 

 
〒 

 
 有・無 

名前
ふりがな

         (  男 ・ 女  ) 

(  歳 ヶ月) 

横浜市の男女共同参画・子育て支援の取り組み 
 
横浜市では、平成21年10月林市長就任直後に「保育所待機児童解消 

プロジェクト」を発足。“選択性の高い総合的対応”に向けて様々な施策を

展開し、送迎保育ステーションの整備、市独自基準による認可外保育施設

「横浜保育室」の整備、保育サービス専門相談員「保育コンシェルジュ」

による個々のニーズに合った保育園や保育サービスの情報提供・相談など、

ハード・ソフト両面から取り組みを進め、待機児童ゼロを達成 (H25.4)。 

また、働く女性の学びと交流のイベント「横浜女性ネットワーク会議」

や、「よこはまグッドバランス賞」の表彰など、ワーク・ライフ・バランス

推進に向けての取り組みも進めている。 

福島県男女共生センター 千葉悦子氏 
 
北海道大学大学院教育学研究科博士課程修了。平成８年より福島大学 

行政政策学類教授となり、平成１９年から２年間、行政政策学類長を務める。 

平成２２年３月、（財）福島県青少年育成・男女共生推進機構副理事長に 

就任し、同年４月から福島県男女共生センター「女と男の未来館」館長。 

専門分野は、ジェンダー学習論、地域づくり教育論、農民家族論、生活 

構造論など。 

著書・論文に『現代日本の女性労働とジェンダー』、『飯舘村は負けない－

土と人の未来のために』（岩波新書：共著）、『農山村家族の就労とジェンダ

ー －被災地・福島県から－』など多数。 

※スマートフォン・携帯電話からのお申込みは１月６日から受付可能です。                       

ＱＲコード読取（左：スマートフォン用／右：携帯電話用）⇒  

＜ 申 込 書 ＞ 


